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要旨 

本研究は、BCCWJ 調査に基づいた「連体修飾節を形成しやすい普通名詞の順位」に従っ

て、名詞別に格内（内の関係）及び格外（外の関係）連体修飾形成率や修飾節の動詞の「ル

形」・「タ形」別の比率を調査したものである。連体修飾形成率の頻度の高い名詞の中で、

たとえば、有生名詞（animate noun）の「人」は、格内連体修飾節の主格が全体の 90％以上

であり、それとは対照的に「場合」では、ほとんどが格外連体修飾節となり、時の指定の

副詞節に近い役割を成す。「必要」においては、格外連体修飾で動詞「ル形」がほとんどで

ある。「問題」は、その中間に位置し、格内連体修飾と格外連体修飾は、ほぼ半数ずつであ

った。さらに動詞の「ル形」（動詞連体形）が、「タ形」使用の 3 倍以上であった。このよ

うに個々の名詞の意味が、格内・格外の使用傾向、さらに格内の場合はその使用する格、

格外の場合は動詞の「ル形」・「タ形」の選択に影響を与えることが明らかになった。  
 
1. はじめに 
 本研究は、第 6 回コーパス日本語学ワークショップでのポスター発表「BCCWJ と日英パ

ラレル新聞コーパスに基づいた格外連体修飾形の研究」（田辺 2014）を発展させ、格外連

体修飾形のうち、共起する動詞の「ル形」と「タ形」の対比を中心に主名詞の意味と動詞

の文法形式の関係について分析を試みた。 
 連体節の構造について確認すると、宮地（2005）は、「連体節の主名詞（底の名詞（寺

村 1992））が、連体修飾節内部の用言の補語として関係を持つ「同一名詞体」（いわゆる

内の関係（寺村 1992））と、そのような関係がない「付加連体」（外の関係（寺村 1992））

があり、付加連体は、さらに「同格連体」と「相対連体」に整理されている（奥津 1974）。」 
としている。本稿での「格外連体修飾形」とは宮地の分類では「同格連体」を示す。一般

的に「形式名詞」と呼ばれる「モダリティの助動詞用法」（宮地 2005）を持つ「こと」「も

の」などは、本研究の対象とはしない。 
 言語類型論者の Comrie（1998）は、「学生が本を買った事実」という日本語の例文を挙

げ、‘the fact that the student bought the book’  という英訳とともにアジア言語特有の限定修

飾節として、fact-S construction という名でこの格外連体修飾節構造を紹介している。 
 本研究では、BCCWJ の検索結果から、「連体修飾節を形成しやすい普通名詞順位表」を

作成し、その中から比較的順位の高い「人」「場合」「問題」を、また動詞の「ル形」と
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「タ形」対立を論ずる材料として「事件」「動機」を取り上げ、それぞれの名詞の連体修

飾節内の接続形式の特徴を明らかにしたい。そして、その結果を踏まえて、接続形式を決

定付ける名詞の意味基準を提示したい。 
 
2. 連体修飾節を形成しやすい普通名詞の順位表  
 下の表は BCCWJ コアデータから中納言で、①普通名詞に動詞連体形が前方共起している

用例、②普通名詞に助動詞の連体形が前方共起している用例、③②の中で助動詞を「た」

に特定し、その前に動詞が前方共起している用例を検索し、①から③の名詞別用例数とそ

の割合を示したものである。（表は、①の用例で用例数の多い名詞順に並べられている。

①の用例総数は 18,539、②の用例総数は 17,654、③の用例総数は 7,467） 
 

表１ 連体修飾節を形成しやすい名詞順位表 
    ① 動詞連体形 ② 助動詞連体形 ③動詞＋「た」 

  名詞 用例数 割合 用例数 割合 用例数 割合 

1 こと 3528 19.03% 1564 8.86% 691 9.25% 

2 ため 1058 5.71% 222 1.26% 71 0.95% 

3 もの 564 3.04% 791 4.48% 341 4.57% 

4 人 474 2.56% 374 2.12% 190 2.54% 

5 わけ 246 1.33% 106 0.60% 54 0.72% 

6 必要 190 1.02% 9 0.05% 0 0.00% 

7 場合 186 1.00% 220 1.25% 115 1.54% 

8 とき 177 0.95% 249 1.41% 199 2.67% 

9 ところ 164 0.88% 225 1.27% 143 1.92% 

10 はず 121 0.65% 61 0.35% 30 0.40% 

11 事 120 0.65% 88 0.50% 31 0.42% 

12 時 112 0.60% 164 0.93% 132 1.77% 

13 者 107 0.58% 68 0.39% 41 0.55% 

14 情報 87 0.47% 82 0.46% 21 0.28% 

15 方 81 0.44% 129 0.73% 78 1.04% 

16 つもり 79 0.43% 14 0.08% 10 0.13% 

17 ほか 75 0.40% 45 0.25% 35 0.47% 

18 一方 72 0.39% 11 0.06% 4 0.05% 

19 うち 68 0.37% 25 0.14% 0 0.00% 

20 前 67 0.36% 13 0.07% 5 0.07% 

21 予定 63 0.34% 21 0.12% 1 0.01% 

22 意味 63 0.34% 16 0.09% 8 0.11% 

23 点 61 0.33% 38 0.22% 11 0.15% 

24 中 60 0.32% 33 0.19% 21 0.28% 

25 方法 59 0.32% 27 0.15% 4 0.05% 

26 地域 59 0.32% 35 0.20% 17 0.23% 
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27 言葉 58 0.31% 38 0.22% 16 0.21% 

28 理由 56 0.30% 50 0.28% 21 0.28% 

29 方針 55 0.30% 6 0.03% 1 0.01% 

30 調査 55 0.30% 20 0.11% 10 0.13% 

31 際 55 0.30% 37 0.21% 34 0.46% 

32 企業 49 0.26% 40 0.23% 23 0.31% 

33 問題 48 0.26% 57 0.32% 13 0.17% 

34 話 46 0.25% 52 0.29% 11 0.15% 

35 声 46 0.25% 24 0.14% 9 0.12% 

36 女性 45 0.24% 27 0.15% 13 0.17% 

37 限り 45 0.24% 26 0.15% 1 0.01% 

38 形 45 0.24% 59 0.33% 20 0.27% 

39 気 45 0.24% 93 0.53% 7 0.09% 

40 間 45 0.24% 8 0.05% 1 0.01% 

 
【検索式】 
① 動詞連体形＋名詞 

キー: 品詞 LIKE "名詞-普通名詞%" AND 前方共起: (品詞 LIKE "動詞%" AND 活用形 LIKE "連体形%") ON 1 WORDS FROM キー DISPLAY 

WITH KEY  IN (registerName="出版・新聞" AND core="true") OR (registerName="出版・雑誌" AND core="true") OR (registerName="出版・書籍

" AND core="true") OR (registerName="特定目的・白書" AND core="true") OR (registerName="特定目的・知恵袋" AND core="true") OR 

(registerName="特定目的・ブログ" AND core="true") WITH OPTIONS unit="1" AND tglWords="20" AND limitToSelfSentence="1" AND 

endOfLine="CRLF" AND tglKugiri="|" AND encoding="UTF-8" AND tglFixVariable="2" 

② 助動詞連体形＋名詞 

キー: 品詞 LIKE "名詞-普通名詞%" AND 前方共起: (品詞 LIKE "助動詞%" AND 活用形 LIKE "連体形%") ON 1 WORDS FROM キー DISPLAY 

WITH KEY  IN (registerName="出版・新聞" AND core="true") OR (registerName="出版・雑誌" AND core="true") OR (registerName="出版・書籍

" AND core="true") OR (registerName="特定目的・白書" AND core="true") OR (registerName="特定目的・知恵袋" AND core="true") OR 

(registerName="特定目的・ブログ" AND core="true") WITH OPTIONS unit="1" AND tglWords="20" AND limitToSelfSentence="1" AND 

endOfLine="CRLF" AND tglKugiri="|" AND encoding="UTF-8" AND tglFixVariable="2" 

③ 動詞＋「た」＋名詞 

キー: 品詞 LIKE "名詞-普通名詞%" AND 前方共起: (品詞 LIKE "助動詞%" AND 活用形 LIKE "連体形%" AND 語彙素 = "た") ON 1 WORDS 

FROM キー DISPLAY WITH KEY  AND 前方共起: 品詞 LIKE "動詞%" ON 2 WORDS FROM キー DISPLAY WITH KEY  IN (registerName="出

版・新聞" AND core="true") OR (registerName="出版・雑誌" AND core="true") OR (registerName="出版・書籍" AND core="true") OR 

(registerName="特定目的・白書" AND core="true") OR (registerName="特定目的・知恵袋" AND core="true") OR (registerName="特定目的・ブ

ログ" AND core="true") WITH OPTIONS unit="1" AND tglWords="20" AND limitToSelfSentence="1" AND endOfLine="CRLF" AND tglKugiri="|" 

AND encoding="UTF-8" AND tglFixVariable="2" 

                              
表１では、格内連体修飾形と格外連体修飾形の合計数が示されている。本研究では、コア

データの例文全体を見て格内・格外を判別し、その考察に基づいて、分析を行うことにす

る。上位 3 位「こと」「ため」「もの」は、形式名詞としての用法と格内連体修飾形との

合計数である。本稿では、第 4 位の「人」、第 7 位の「場合」、第 33 位の「問題」を、格

内・格外の比率、格内使用において利用した格の種類、共起しやすい動詞・助動詞の文法

形式において考察する。また、「事件」と「動機」については、動詞「ル形」と「タ形」

の使用においてそれぞれ特徴的であることから、分析例として取りあげることにする。 
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3.動詞及び助動詞＋「人」「場合」「問題」の用例 
3.1 「人」について 
3.1.1 動詞＋「人」の用例 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 動詞＋「人」 
 
3.1.2 助動詞＋「人」の用例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 助動詞＋「人」 
 
「人」においては、動詞/助動詞共起ともに圧倒的に格内連体修飾形の用例が多く、しかも、

修飾節内で主格となる用例が 90％以上である。格外連体修飾を対象としようしたが、その

用例が「人」については、ほとんどなかった。また、「私が昨日見た人」というような対格

使用も可能性としては有り得るが、実際の使用状況をコーパスで見ると主格使用がほとん

どであった。これは、「人」が有生名詞（animate noun）であることに起因すると推察する。

動詞連体形使用数は、474 であり、それに対し「タ形」使用数は、190 である。割合は、ほ

ぼ同じで、特にどちらかに大きな偏りはない。 
共起する助動詞の種類を考察すると、テンス（例：「起こした（人）」）・アスペクト表現（例：

「乗っていた（人）」）・ヴォイス表現（例：「助けられる（人）」）ともに制限は見受けられ

ず、否定表現も含まれる。 
 

 

 
 
 

Left Center Right

になります。　家族の一員として犬やネコと接している 人 なら、その感覚がおわかりになると思います。それを

やチャットでも、ただの遊びで面白半分参加している 人 もいれば真面目に出会いを求めて参加している人も

おり、経済的な理由からやむを得ず親と同居している 人 が最も多い（第３‐２‐８図、付表３‐２‐７）。

施しています。　また，日本語を第二言語として学ぶ 人 の中でも特に成長期にある子どもたちが，日本語や

また、いまサーフィンが人気を呼び、波乗りを楽しむ 人 たちが全国から集まり、三百人ほど定住しているとい

もいる。その一方で、当然のこととして裁判を起こす 人 もまた多い。　貴子さんは訴えられた側だから、私は

先生の授業は、型破りだった。障害や難病に苦しむ 人 の話をよく取り上げ、生徒同士で討論させた。「世の

りを心掛けている。　毎月、その月に誕生日を迎える 人 を祝う「誕生会」を実施。クリスマスパーティーやひな

彼は殉教者になれなかった」と複雑な表情を見せる 人 も。独裁者の末路に対する感慨は様々だが、市民に

Left Center Right

示は適法　談合疑惑を追及する住民訴訟を起こした 人 に、公正取引委員会が審判に証拠提出した事件記録

に関しては、「ほぼ全面的に公的年金に頼る」とした 人 が二十九％で、千九百九十八年の前回調査より７．

あるのだろうか、どこからきたのだろうか、乗っていた 人 たちはどうしたのだろうか。余裕が出てきた私に、今

てくれたスタッフには、子どもを亡くしたり、家を失った 人 もいる。そんな中で手作業の復旧に全力を傾けてくれ

への準備をすること，民間企業が学校で排除された 人 達にもっと参加するように働きかけること，人々が生

はあがりっ放しだ。去年俺たちのツアーに来てくれた 人 たちも、がっかりさせることのない強力な内容で今年

こし付け加えておきたいのは、死後の世界を信じない 人 ではなく、神仏を信じない人の場合についてです。　霊

哀想に」まだ、子育ての本格的な苦労（笑）を知らない 人 が話題にする言葉。言った人がおかしいの！気にし

は、経済的理由から結婚しない、あるいは、できない 人 の割合が高くなっている。今後、デフレの下で経済の

演した作品を地で行くような運命をたどることになった 人 だ。　『裏窓』のリザという役は、いわゆる才色兼備の
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3.2「場合」について 
3.2.1 動詞＋「場合」の用例 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 動詞＋「場合」 
 

3.2.2 助動詞＋「場合」の用例 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図４ 助動詞＋「場合」 
 

 「場合」については、「とき」「ところ」などと類似して、格外連体修飾節の被修飾名詞

というより節や句を導く副詞としての役割が大きいようである。しかし、本稿では「場合」

は、「に」を伴って副詞節を導くとし、「場合」単独では格外連体修飾節として扱いたい。 

共起する文法形式としては、動詞「ル形」（例：「おこなう」「減少する」）、アスペクト表現

（例：「放送されている」）が用いられることはもとより、助動詞でも、「タ形」（例：「状態

になった」）、「受け身」（例：「設置される」「巻き込まれた」）、「使役」（例：「入院させる」）

など多岐にわたる。 
 
3.3 「問題」 
3.3.1 動詞＋「問題」の用例 
「問題」については、格内/格外両方に大きな偏りなく使われるので本項では、動詞・助動

詞共に格内/格外別の用例をまとめて図を作成した。 
 
 
 
 

Left Center Right

行動１専門の会社に頼む　予算や納期に余裕がある 場合 は、この方法がよいだろう。ただし、リピートがあるた

たの生活はどれに近いですか。結婚していらっしゃる 場合 は配偶者の親を含めてお答えください。（○は１つ）」

集させています。同時間帯に重なって放送されている 場合 は、両方ともちゃんと録画して目を通しておられる。ほ

）の関西版のこと。一人ないし数人で商売をおこなう 場合 に用いる商法だ。このとき、外部の力をいかに働かせ

ウムの再精錬のようにエネルギー消費量が減少する 場合 に大きな効果が見込まれます。ほかには廃プラスチ

ビル２階）までお送りください！！　画像データで送る 場合 はＥ‐ｍａｉｌに添付してｓｐｕｒ＠ｓｋｉｃｈａｎｎｅｌ．ｎｅ．ｊｐま

Left Center Right

努めるとともに、仮に海外でトラブルに巻き込まれた 場合 には、留守家族等に安否を至急連絡することなどの

の年齢別出生率で１人の女性が子どもを産むとした 場合 の平均子ども数を表すものであるが、同一出生年集

の２つの型がある。要介護など所定の状態になった 場合 には保険料の払い込みが免除される。　五十歳女性

機能が追加され、また、トラヒックが大幅に変動した 場合 には事業者間で精算を行うこととされた。　さらに、近

に時間外労働を月平均八十時間を超えて行わせた 場合 について、それぞれ具体的な措置を示している。（注

成績に基づく学校評価を重視し、改善が見られない 場合 には生徒が転校できるようにした。宗教団体による社

を切る場合もあるだろうし、条件闘争をして切らない 場合 もあるだろう」と、小島朋之・慶応大総合政策学部長

で設定ができます。もしＢＩＯＳがおわかりにならない 場合 には、残念ながら知識のある方に聞くか、メーカーの

で相当数の空家があり、将来とも需要が見込めない 場合 にあっては、当該空家部分を積極的に活用するため

支援本部と地域レベルの本部とが同時に設置される 場合 が多い。　平成十二年９月の東海豪雨災害の際には

病院として誕生した。だが、老人を病院に入院させる 場合 、患者の家族は“捨てた”という後ろめたさを感じがち
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3.3.1.A  動詞＋「問題」：格内連体修飾形の用例 
 
 
 
 

 
 

図５ 動詞＋「問題」：格内連体修飾形 
 

3.3.1.B  動詞＋「問題」：格外連体修飾形の用例 
 
 
 
 

図６ 動詞＋「問題」：格外連体修飾形 
 
3.3.2 助動詞＋「問題」の用例  
3.3.2.A 助動詞＋「問題」：格内連体修飾形の用例 
 
 
 
 

 
 
 
 

図７ 助動詞＋「問題」：格内連体修飾形 
 
3.3.2.B 助動詞＋「問題」: 格外連体修飾形の用例 
 
 
 
 
 

図８ 助動詞＋「問題」：格外連体修飾形 
 

「問題」は、動詞・助動詞両方の共起例を考察すると、格内修飾・格外修飾形共に大き

な偏りなく両方の形式で使用される。さらに、格内使用においても「生ずる問題」（主格）、

「解決する問題」（対格）、「困難度が増している問題」（所有格）というようにさまざまな

格において使われている。アスペクト表現（例：「直面している」「不正受給していた」）、

ヴォイス表現の受け身（例：「処分された」）もみられる。また、「～べき」との共起例が複

数考察できるのも「問題」の特徴である。 

Left Center Right

ト問題や台湾との関係を含め、中国が直面している 問題 は少なくない。五輪はいやおうなく、巻き込まれていく

少年院教官調査の結果，特に，困難度が増している 問題 として，少年の資質の問題のほか，親の指導力及び

１図のとおりである。　最近，非行少年の抱えている 問題 の中身が「変化した」（「かなり変化したと思う」及び「

る。　「靖国神社参拝をやめたからといって解決する 問題 ではない。教科書、尖閣諸島、東シナ海のガス田問題

展を遂げた。一方で、政治体制の脆弱さから生ずる 問題 や、グローバル化の進展に伴う経済格差の拡大が顕

Left Center Right

中野田）の芝の根付き状態に不安が指摘されていた 問題 で、日本サッカー協会の高田豊治施設委員長は十六

ておいて、みんなで本番の紙に、みんなが考えてきた 問題 をまとめる。２かっこいいタイトルやおもしろいタイトル

代社会においては、前提条件が明確な、与えられた 問題 を解けるばかりではなく、革新すべき課題を明らかに

書の提出だけで終わらせ、事件は時効になっていた 問題 で、道警釧本監察官室は十一日、「当時の根室署の

境を越えて行われており、一国のみでは解決できない 問題 であることから、サミット、国際連合等の国際的な枠組

子どもは、実際の事象の説明を試みた。学習すべき 問題 は「ロウの状態変化を観察し、アトムくんでこれを説明

全を確保する必要がある。違法駐車など解決すべき 問題 は多いが、電動自転車など低速のものが安全に走れ

ています。こういった問題は医者が勝手に決めるべき 問題 ではないからです。　あらかじめこういったことを話せ

Left Center Right

どの勤務実態を偽って介護報酬を不正受給していた 問題 で、道は十五日までに、施設の短期入所療養介護と

馬全国協会の幹部が馬券を買ったとして処分された 問題 で、警視庁は９日、■■■■元常務理事（五十四）＝

ウッド・マジック」で府の許可量以上の火薬を使用した 問題 で、府警保安一課と此花署は八日、火薬類取締法違

計事務所（千葉県市川市）の構造計算書が使われた 問題 で、国土交通省は二十一日、既に完成した十四棟の

Left Center Right

をめざす米朝中三カ国協議に、日本や韓国を加える 問題 について「当事者間の合意があれば、柔軟な姿勢だ

合わせ、最後の１球がセンターで終わることが出来る 問題 を「詰めソリテア」としています。２つ目は「詰めタコ」（

減への努力が注目されています。地球環境に関する 問題 は、私たちの日常生活から改善すべきこと。多くの資
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4． 格外連体修飾節内の「ル形」と「タ形」の使い分けについて 
丹波（2013：267）の指摘によると、「外の関係においては、基本形の持つ性格が、主名

詞の性格によって制約を受けることが大きい」と述べている。岩崎（1998：33）は、従属

節内のテンスの認定の問題を取り上げ、格外連体修飾節内で①「ル形」と「タ形」にテン

スの対立があり表現する状況に明確な違いがある語（例：話・可能性・恐れ・噂）と、②

「ル形」と「タ形」に明確なテンスの差がなく状況の違いとは結びつかない語（例：騒ぎ・

事件・動機・事態）があるとしている。 

①の例：地震が起きる話        ②の例：警官まで出動する騒ぎ 

地震が起きた話        警官まで出動した騒ぎ（丹波（2013：273）） 

  

 本項では、②のグループの例から「事件」と「動機」を取り上げ、「ル形」と「タ形」の

使い分けの実態を考察してみたい。 

 

4.1 「事件」の用例 
4.1.1 動詞（「ル形」）＋「事件」の用例 
 
 
 
 
 

図９ 動詞（「ル形」）＋「事件」 

 
4.1.2 動詞＋「た」（「タ形」）＋「事件」の用例 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 10 動詞＋「た」（「タ形」）＋「事件」 
 
以下の表は、上の図９及び図 10 の内容を一つにまとめたものである。 

 
表 2 「事件」における連体修飾節内の動詞「ル形」と「タ形」対立について 

「ル形」 外 6   2～3 万で転売する事件も 起きている。 
5 人が脱退する事件が 起こった。 
ミサイルの攻撃を受ける事件が 発生した。 
子供が被害に遭う事件が 相次いでいる。 

内 3 裁定に係る事件を 職権で調停に付し 
「タ形」 外 17 男性が死亡した事件で、 虚偽の書類作成 

殴られ死傷した事件で、 府警捜査四課と 

Left Center Right

融機関に百口座以上を開設し、２万〜３万円で転売する 事件 も起きている。　最近では、信販会社を装って偽メールで

十二年後の昭和三十六年三月、ついに五人が脱退する 事件 が起こった。　そして、その事件とともに、国語審議会の

空機が旧ソ連の携帯型地対空ミサイルの攻撃を受ける 事件 が発生した。携帯型ミサイルは安価で１人でも取り扱える

時のルール大人の目の届く場所に　子供が被害に遭う 事件 が相次いでいる。親の不安は募るばかりだが、かといっ

Left Center Right

で保護した男性（当時五十歳）を放置し、男性が死亡した 事件 で、虚偽の書類作成を指示したとして虚偽有印公文書作

組長を殺人罪で逮捕した（埼玉）。（２）けん銃を使用した 事件 の発生状況　平成十五年中のけん銃（けん銃様のものを

で暴力団幹部ら男性二人が特殊警棒で殴られ死傷した 事件 で、府警捜査四課と寝屋川署は六日、殺人などの疑いで

た。　毎日新聞記者の所持品が爆発して６人が死傷した 事件 は、戦場取材での軽率な振る舞いが他人の命を奪った

を起こした人に、公正取引委員会が審判に証拠提出した 事件 記録を開示できるかどうかが争われた訴訟の上告審判

ん銃らしきものを突き付け、見せるなどして犯行に及んだ 事件 において、被害者、参考人等の供述等により、けん銃と

入が認められていない。　「毒物中毒の患者が多数出た 事件 で、フォローアップをどうするかは大きな課題だ」　平成七
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内 3 少年が起こした事件についても、 警察が捜査に準じ 
奈良県で起きた事件では、 「警察官役」の男 
父が扱った事件から、 大物プレイボーイ 

注：この欄の数値は、BCCWJ 全体から抽出した数である。 
「事件」という言葉を使う場合は、「事件」として認められる出来事が既に起こった後に使

うことがほとんどであるから、格内・格外に関わらず、正確なテンス描写としては「タ形」

であることが多いことは予想できる。これは、数値的にも「タ形」が多いことから推測で

きる。しかし、連体修飾節の直後あるいは、比較的近くで文が終了する場合は、その文末

表現で、過去・完了時制が明確に提示される。このような時には、連体修飾節内では「ル

形」が使われる傾向が窺える。これは、おそらく、時制については、主文で明示されるの

で従属節でいちいち表す必要もなく、内容が説明されていればいいという比較的緩慢な決

定が格外連体修飾節内ではなされうる可能性があることと、それを後押しする要素として、

音調的に「タ形」の重複を避けるためとも推察できる。 
 
4.2「動機」の用例 
4.2.1 動詞＋「た」（「タ形」）＋「動機」の用例 
 
 
 
 
 
 
 

図 11 動詞＋「た」（「タ形」）＋「動機」 
 

コアデータからは、「動機」を被修飾名詞とする動詞接続の連体修飾節は抽出できなかっ

た。助動詞接続として「タ形」と共起する例文 5 例が挙げられた。4.1 の「事件」の考察で

も触れたが、「ル形」も「タ形」も描写する状況において違いがないといわれる語は、実際

の使用状況では「タ形」使用が多いと思われる。ただし、「動機」においては、「ル形」と

「タ形」の選択は、「事件」よりも話者の主観的判断が大きく左右されているようである。 

 「動機」については、コアデータだけでなく、検索範囲を拡げ、BCCWJ コーパス全体を

対象に検索をしてみた。その結果、「殺す動機」と「殺した動機」の違いとして、「事件」

と同様、文末表現が遠い時は、「タ形」が使われやすいことが明確になった。また、話者が

容疑者を犯人として認めている場合は、出来事が過去のこととして判断されるので「殺し

た動機」という「タ形」が選択されるが、話者が、容疑者として疑われている人物が真の

犯人とは認められないという気持ちを持っていたり、実際に捜査の途中であるときは、「ル

形」が使用されることが考察できた（例：「香菜さんを殺す動機は、まったくない」）。 
   
5．格外連体修飾形を形成する名詞の具体性と抽象性  

格外連体修飾の特徴は、その名詞の内容を説明することである。そこで主名詞には、抽

象名詞がよく使われる。抽象名詞とは、「個体ではなく事態の集合を指示する語である」（町

田 2005）ことから、現在、表現しようとしている事態がどのような事態なのか説明を受け

る「余裕」のようなものが名詞の中に内包されているといえる。これに対して、「固有名詞

Left Center Right

無くてもいいはず〉　金子容疑者がＷｉｎｎｙを開発した 動機 は、ネット社会が到来しつつある中で、旧態依然なビ

にわたる拘束と軟禁を受ける結果となった。同行した 動機 について張氏は、西安事件によって「蔣介石の威信を

を企業の壁を乗り越えて行ってきた。　発端となった 動機 は日本社会における労働組合の地位の低下と、企業

る打ち手であるが、プロの芸能者ではない。はじめた 動機 は子供が通う保育園のお祭りの出し物で、親も参加

を何とかして今までと違ったものでやろうと考え出した 動機 そのものは非常に純粋であったと思う。ところが、そ
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は、集合ではなく一人の人間や一つの場所などの単独の個体を指示する」（同上）。したが

って、固有名詞では、基本的に格外連体修飾形は形成されない。格外連体修飾の主名詞と

なる語の特徴として、大島（2010：6）は、「連体修飾節構造を形成するにあたって名詞の

持つ情報が主導するタイプ」と述べている。そして、「名詞がもつ特性が連体修飾節の統語

形式に反映されているのが外の関係といえるだろう。」と結論付けている（同上：29）。本

項では、格外連体修飾節を形成する名詞の特徴をより客観的に考察する目的で、格内連体

修飾節を含めて、名詞の特徴について、次の①～⑤のグループに分類を試みた。 

 
表 3 連体修飾節と被修諸語の「名詞」の特徴 

連体修飾節 被修飾名詞 特徴  
格内連体修飾節 ①固有名詞 個別的 基本的に格内連体修飾節のみ 

②普通名詞 具体的 
抽象的 

例：生命体  「人」  

例：コロケーション「生じた問題」

格外連体修飾節 普通名詞 抽象的 
 

③テンス・アスペクト区別あり 

「ル形」も「タ形」使い分けられ

る。 

例：「問題」・「話」 
抽象的 
音調的要素

 
過去・完了

話者の判断

④テンス・アスペクトの区別は弱

く、「タ形」が多用される。 
例：「事件」・「動機」 
⑤「ル形」が多用される。 

例：「必要」・「予定」  

 
①グループ 

 固有名詞は、基本的に格内連体修飾形のみである。その中でも地名は、連体修飾節に用い

られることが多いが、格関係を考えてみると「に」格によって結びついていることが多い。 

（例： 昨日、富士山に登った。→ 昨日登った富士山） 

②グループ 

普通名詞のうち、日常的な事物や出来事を示すのに使う普通名詞は、格外連体修飾節を構

成しにくい。また、生命性をもつ名詞もこのグループに含まれる。そして、「人」において

は、被修飾名詞は連体修飾節内では主格であることがほとんどである。  

③グループ 

格外連体修飾節の被修飾名詞になりやすいのは、二字漢語動名詞であり、抽象名詞である

ことが多い。そのうち、「問題」「話」などは、テンス・アスペクトの区別に、描写する状

況の違いが反映されている。 

④グループ 

これらは従来、「ル形」も「タ形」も両方とも使用可能とされていた語群であるが、コーパ

スに拠る考察では、「タ形」が多い。主観的判断によることもある。 

⑤グループ 

名詞の意味上、普遍的な内容や未来に関係するものなので「ル形」使用が圧倒的に多い。 
6．まとめ 
本研究は、連体修飾形を形成しやすい名詞について個々にその用例を考察することによ
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って、格内・格外の量的・質的比較もふまえながら、格外連体修飾節内の文法的表現形式

の特徴について分析した。その結果、格外連体修飾形を形成しやすい名詞は、抽象的な二

字漢語が多く、その意味によって文法形式を決定付けている特徴を持つ。したがって、主

体名詞を使って表現する状況がどのようなものであるかによって、テンス・アスペクトの

有効性や動詞の「ル形」か「タ形」かの選択、またはその他の助動詞連体形のいずれかと

共起するかを決定することが判明した。本研究においては、コーパスから多くの具体的使

用例を抽出し、焦点を絞り込んで考察できることが可能になったため、格外連体修飾形の

主体名詞の意味的特性とその文法形式の繋がりを明確にすることができた。 
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